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Excel による数理計画法 
Excel に組み込まれているソルバーというツールを用いて非線形計画問題や線

形計画問題を解く方法を学習する。 

 

非線形計画問題の解法（制約なし） 
ソルバーを用いて, 非線形計画問題：f(x₁,x₂) = x₁2 + x₂2  → 最小化 を解く 

手順を述べる。 

 

手順 1：エクセルのシートにデータを入力する； 

（１）セル A1 に x₁, セル A2 に x₂, セル A3 に最小化と記入する。 
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（２）変数 x₁, x₂および目的関数の値を表示する場所を決める。ここでは 

セル B1 と B2 に変数の値を, B3 に目的関数の値を入れることにする。 

 

（３）B1 と B2 に変数 x₁, x₂の値（最適解）が求められるが, ここでは初期値

１を入力しておく。B３に目的関数の計算式を書き込む。今の場合, ＝B1^2+B2^2

と記入する。ここでセル B1^2 は変数ｘ１の各値（変動するセル B1 の値）の 2

乗の値を意味する。その後 enter キーを押すと B3 には初期値に対応する目的関

数の値（今の場合２）が記入される。 

 

 
 

注意：B1 はそのままキーボードから記入してもよいが, セル B1 をクリックすれ

ば自動的に記入される。 

 
問：非線形計画問題：：f(x₁,x₂) = x₁2 ‐ x₁x₂ + 3x₂2  → 最小化  
    について上記手順１を行え。 
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手順２：ソルバーの起動と設定を行う； 

 （１）起動：メニューバーの「ツール」→「ソルバー」を選択すると次のよ

うなソルバーのパラメータ設定ダイアログが表示される。 

 

 

以下設定を行う。 

 （２）目的セルのダイアログボックスをクリック（赤矢印をクリックし）,  

目的関数値を表示するワークシートのセル（今の場合 B3）をクリックする。 

 （３）最小値（N）を選択する。最大化問題の場合は最大値（M）を選択する。 

 （４）変化させるセルの欄にはワークシート上で変数の値を表示するセル 

（今の場合 B1 と B2）をドラッグして入力する。 

 

手順３：非線形計画問題の設定を行う；ソルバー：パラメータ設定ダイアログ

ボックスで「オプション」ボタンをクリックし下図のダイアログが現れたら, 以

下のように設定する。 
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 （１）「線形モデルで計算」および「非負数を仮定する」のチェックボックス 

    をオフにする。 

 （２）近似方法は二次式（Q）を選択する。 

 （３）微分係数は中央（C）を選択する。 

 （４）探索方法で準ニュートン法（N）を選択する。 

 （１）から（４）の設定の後, OK ボタンをクリックする。 

手順４：ソルバーの実行：OK ボタンをクリックした後, 再びソルバー：パラメ

ータ設定ダイアログボックスが現れるので,  

 （１）「実行」ボタンをクリックし, (最適解が見つかりましたというダイア

ログがでたら), 

  

（２）「OK」ボタンをクリックする。すると最適解がセル B１, B２に記入され

る。 
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問：非線形計画問題：：f(x₁,x₂) = x₁2 ‐ x₁x₂ + 3x₂2  → 最小化  
    を準ニュートン法を用いて解け。ただし初期条件は x₁=1,x₂=2 
    とする。 
解： 
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非線形計画問題の解法（制約付き） 
非線形計画問題：目的関数 f(x₁,x₂) = (x₁-1)2 + x₂2  → 最小化  

制約条件 g(x₁,x₂) = x₁ - (1/3)x₂2 = 0 

を解く手順を述べる。 

 

手順 1：エクセルのシートにデータを入力する； 

（１）セル A1 に x₁, セル A2 に x₂, セル A3 に最小化, セル A4 に制約条件 

セル A5 に制約量と記入する。 

 

 

（３）変数 x₁, x₂, および目的関数, 制約式の値を表示する場所を決める。こ

こではセル B1 と B2 に変数の値を, B3 に目的関数, B4 に制約式の値を入れるこ

とにする。 

（４）B1 と B2 に変数 x₁, x₂の値（最適解）が求められるが, ここでは初期値

１を入力しておく。B5 には制約量の０を入力しておく。さらに B3 に目的関数の
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計算式を書き込む。今の場合, ＝(B1-1)^2+B2^2 と記入する。B4 に制約条件の

計算式を書き込む。今の場合, ＝B1-(1/3)B2^2 と記入する。 

 

手順２：ソルバーの起動と設定を行う； 

 （１）起動：メニューバーの「ツール」→「ソルバー」を選択すると次のよ

うなソルバーのパラメータ設定ダイアログが表示される。 
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以下設定を行う。 

  

（２）目的セルのダイアログボックスをクリック（赤矢印をクリックし）,  

目的関数値を表示するワークシートのセル（今の場合 B3）をクリックする。 

  

（３）最小値（N）を選択する。最大化問題の場合は最大値（M）を選択する。 

  

（４）変化させるセルの欄にはワークシート上で変数の値を表示するセル 

（今の場合 B1 と B2）をドラッグして入力する。 

 

（５）制約条件（U）のダイアログボックスをクリックした後, 「追加ボタン」 

  をクリックすると「制約条件の追加」ダイアログボックスが現れる。 

 

 

   

セル参照（R）には$B$4 を記入し(セル B4 をクリックすると自動的に書き込ま

れる), 真ん中のボックスは等号＝を選択し, 制約条件には$B$5 を記入する。 

 

 

 

以下手順３および手順４は制約なし問題の場合と同じである。 
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結果の表示： 

 

 

 

問：非線形計画問題：目的関数 f(x₁,x₂) = x₁ x₂ → 最大化  

制約条件 g(x₁,x₂) = x₁ + 2 x₂ - 3 = 0 

を準ニュートン法を用いて解け。 
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線形計画問題の解法（制約付き） 
線形計画問題：目的関数 f(x₁,x₂) = 90x₁ + 100x₂  → 最大化  

制約条件 g₁(x₁,x₂) = 0.2x₁ + 0.3x₂ ≦ 27 

    g₁(x₁,x₂) = 0.3x₁ + 0.1x₂ ≦ 20 

g₁(x₁,x₂) = 0.1x₁ + 0.4x₂ ≦ 30 

を解く手順を述べる。 

 

手順 1：エクセルのシートにデータを入力する； 

（１）下図のように目的関数, 制約条件の係数を記入する。 

 

（３）変数 x₁, x₂, および目的関数, 制約式の値を表示する場所を決める。こ

こではセル B7 と B8 に変数の値を, B9 に目的関数, B10, B11, B12 に制約式の

値を入れることにする。 

（４）B9 に目的関数の計算式を書き込む。今の場合, ＝B2*B7+C2*B8 と記入す

る。B10, B11, B12 に制約条件の計算式を書き込む。今の場合, ＝B3*B7+C3*B8, 
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＝B4*B7+C4*B8, ＝B5*B7+C5*B8 と記入する。 

 

手順２：ソルバーの起動と設定を行う； 

 （１）起動：メニューバーの「ツール」→「ソルバー」を選択すると次のよ

うなソルバーのパラメータ設定ダイアログが表示される。 
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以下設定を行う。 

  

（２）目的セルのダイアログボックスをクリック（赤矢印をクリックし）,  

目的関数値を表示するワークシートのセル（今の場合 B9）をクリックする。 

  

（３）最大値（M）を選択する。 

  

（４）変化させるセルの欄にはワークシート上で変数の値を表示するセル 

（今の場合 B７と B８）をドラッグして入力する。 

 

（５）制約条件（U）のダイアログボックスをクリックした後, 「追加ボタン」 

  をクリックすると「制約条件の追加」ダイアログボックスが現れる。 

 

 

   3 つの制約式についてセル参照, 制約条件を記入していく。 
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手順３：線形計画問題の設定を行う；ソルバー：パラメータ設定ダイアログボ

ックスで「オプション」ボタンをクリックすると下図のダイアログが現れたら 

以下の設定を行う。 

 

   
 

「線形モデルで計算」および「非負数を仮定する」のチェックボックス 

をオンにした後, OK ボタンをクリックする。 

手順４：ソルバーの実行：OK ボタンをクリックした後, 再びソルバー：パラメ

ータ設定ダイアログボックスが現れるので,  

 （１）「実行」ボタンをクリックし, (最適解が見つかりましたというダイア

ログがでたら), 

  

（２）「OK」ボタンをクリックする。すると最適解がセル B７, B８に記入され

る。 
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問：線形計画問題：目的関数 f(x₁,x₂) = 2x₁ + 3x₂  → 最大化  

制約条件 g₁(x₁,x₂) = x₁ + x₂ ≦ 4 

    g₂(x₁,x₂) = x₁ + 2x₂ ≦ 6               を解け。 
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